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研究成果の概要（和文）：本研究は、「20世紀最悪の環境破壊」とも称されるアラル海での生態危機について
「災害」と定義し、1960年代から現在に至るその環境史を包括的に明らかにした。公文書資料・新聞・雑誌を一
次資料とするソ連史学的な手法を取ると共に、境界研究、環境社会学、人文地理学などのディシプリンも取り入
れ、学際的な研究を目指した。アラル海災害への対応策やアラル海の将来をめぐる「スケールの政治」、災害を
防げなかった理由としての時間的・機能的・空間的「ミスフィット」、災害復興と持続可能性の問題など、アラ
ル海災害の個別事例に留まらない、比較検証可能な形での歴史記述を行った。

研究成果の概要（英文）：The project was aimed on the comprehensive study about the Aral Sea 
catastrophe in Central Asia from 1960s until today. The study mainly took the historical approach, 
based upon analysis of primary sources like archival documents, newspapers and journals, as well as 
strove to multidisciplinarity, borrowing some aspects from several other disciplines. The research 
not only found out specific facts about the process of the disaster itself and the recovery from it,
 but disclosed the “politics of scale” related to the mitigation measures to the disaster and the 
future of the Aral Sea. The study also revealed temporal, functional and spatial “misfits” in the 
basin, which hindered the Soviet Union from taking preventive measures to preserve the status quo of
 the Aral Sea. The researcher also made field works around the damaged areas and investigated the 
contemporary situation of the socio-economic recovery of the region, which unfortunately posed some 
questions about its sustainability.

研究分野：ソ連史
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１．研究開始当初の背景 
 
（１） アラル海は、現在のカザフスタンと
ウズベキスタン領とに跨がる陸封湖であり、
かつては世界第4位の表面積を誇る巨大な内
水面だったが、現在ではアラル海は複数の水
面に分かれ、その表面積はかつての 10 分の 1
程度にまで縮小してしまった。アラル海の危
機は、「20 世紀最大（あるいは、最悪）の環
境破壊」といわれる（①）。アラル海（およ
び、その周辺地域）の環境は 1960 年代から
緩やかに悪化してゆき、1970 年代半ばからは
加速的にそれがアラル海地域の人間社会・経
済に負の影響を及ぼした。その原因は、アラ
ル海流域での綿花・米の生産を目的とした過
灌漑や水資源の非効率的な利用など人為的
なものであったことはよく知られており、水
資源利用の実態とそのアラル海の水位や環
境への影響についてはソ連時代から多くの
研究成果が残されてきた。また、環境悪化の
実態について、それを憂慮するという文脈の
中で、自然科学者が多くの研究を蓄積してき
た。 
 
（２） 他方、人文・社会科学の側からのア
ラル海危機をめぐる環境史については、本研
究代表者による過去の研究を除いて、ほぼ整
理されてこなかったというのが研究開始当
初の状況であった。乾燥地・半乾燥地に位置
する中央アジア・アラル海流域での水資源利
用をめぐる制度の問題、生態危機（アラル海
周辺地域での社会・経済的な危機についても
含む）発生後のソ連の対応といったテーマが
これに該当する。また、本研究代表者がかつ
て示したように、戦後スターリン時代にはソ
連の水文学者がアラル海流域河川（アムダリ
ヤ川、シルダリヤ川）からの取水量とアラル
海の水位低下との相関関係について計算を
しており、流域での灌漑・水利開発を行う上
で、これが留意すべき事項であることは分か
っていた。しかし、ソ連は分かっていながら
アラル海危機を阻止できなかったわけであ
り、その理由についても検討されてこなかっ
た。 
 本研究を開始する当初の先行研究の状況
は以上のようなものであり、その間隙を埋め
る必要があると考え、本研究課題を構想した。 
 
２．研究の目的 
 
（１） 以上のような研究状況に鑑み、本研
究は、戦後スターリン時代からソ連解体の時
期までについて、ソ連、カザフ共和国、クズ
ルオルダ州、アラリスク地区など複数の地理
的スケールを対象とし、戦後ソ連のアラル海
流域環境史を包括的に明らかにすることを
目的とした。中でも、① 開発理念としての
「自然改造」、② 水利開発・水資源配分とア
ラル海の将来予測、③ 水資源管理・利用の
制度的背景とその実態、④ アラル海生態危

機とソ連の対応について扱うこととした。 
 
（２） 同時に、アラル海周辺地域でのフィ
ールド調査を行う中で、これらソ連時代のア
ラル海環境史がアラル海及び周辺地域の社
会・経済に対してどのような影響を及ぼして
いるのかという点にも着眼するようになっ
た。この点についても、部分的に扱うことと
した。 
 
３．研究の方法 
 
（１） 本研究代表者はソ連史を専攻してお
り、ソ連時代の新聞・雑誌・公文書史料とい
った一次資料の収集・分析による歴史学的な
方法を中心に据えた。同時に、実際にアラル
海危機による社会・経済的な被害を受けた地
域でのフィールドワークも重視し、現地の行
政当局者や NPO 関係者からの聞き取りや、当
地での基幹産業の一つである漁業や魚肉加
工業の関係者からオーラルヒストリーも聴
取した。 
  
（２） 研究代表者は、当時、境界研究（ボ
ーダースタディーズ）の研究プロジェクトに
所属しており、越境湖沼たるアラル海におけ
る「境界」の意味の変遷（ボーダー・バイオ
グラフィー）について、また、アラル海危機
をめぐる「スケールの政治」といった、人文・
政治地理学的な手法も取り入れた。 
 
４．研究成果 
 
（１） 本研究では、災害論一般について知
見を深め、オリヴァー＝スミスによる「災害
はすべてを包含して発生するものであり、人
の生活のあらゆる側面にわたって吹き荒れ、
環境・社会・経済・政治・生物などの状態に
影響を与えるものである」との「災害
（disaster）」定義を採用した（②）。アラル
海危機は、灌漑開発に伴う人為的な環境変容
が、アラル海の水位低下と砂漠化という純粋
に環境に対する影響だけでなく、その地域に
住む人間社会・経済、そして彼らの健康状態
など、多次元的（multidimensional）に負の
影響を及ぼしたことから、この「災害」定義
に当てはまると判断した。これにより、アラ
ル海危機について、他の災害事例との比較検
証可能性が開かれた。 
 
（２） その上で、アラル海危機に対して、
特にその初期の段階（1970 年代）においてソ
連がどのような対応を取ってきたのかとい
う点について、カザフスタン領小アラル海地
域を事例として公文書資料からまとめた。 
1960 年を起点とするアラル海の水位低下
とそれに伴う湖水塩分濃度の上昇により、ア
ラル海の主要産業であった漁業への影響が、
漁獲量の減少という形で 1960 年代後半から
現れ出しており、カザフ共和国政府が中心と



なってアラル海漁業を維持するための施策
を模索し、地域住民を今後も住まわせること
を前提としたインフラ整備を進めていた。こ
れに対し、ソ連漁業省は、「シベリア河川転
流」が実現するまで、アラル海での漁業は「一
時停止」すべきとの見解を表明し、カザフ共
和国政府はこれに真っ向から反発する姿勢
を示した。従来から、灌漑開発を推進する水
利関係者を中心に、灌漑農業で流域の水は使
い切るべきという立場を取る「アラル海死滅
肯定論」は存在した。同時に、エコロジスト
やナチュラリストを中心に、不可逆的な自然
改造に反対し、水資源を効率的に使ってアラ
ル海の一定の水面を維持してゆくべきだと
の考え方も強くあった。このように、アラル
海漁業の将来について相反する考え方が、科
学者の間でも、異なる地理的スケールの行政
当局者の間でも存在した。 
このようなアラル海の将来をめぐる科学
者・技術者による矛盾する予測と、ソ連中央
と共和国との政治的対立について、一次資料
から明らかにしたことは、本研究の大きな成
果である。 
 
（３）その上で、ソ連中央ではなく、カザフ
共和国政府が地域住民に対して、災害状況へ
の緩和策を取っていたことも明らかになっ
た。多くの住民が地域を去った一方で、残っ
た住民に対しては出稼ぎ労働（バルハシ湖等
での漁労）の斡旋や牧畜の振興など就労対策
を施し、結果として、アラル海周辺地域に漁
民のコミュニティが残ったことが、今世紀に
入ってからの小アラル海漁業の復興に繋が
ったことを明らかにした。 
 他方、ウズベキスタン領では、アムダリヤ
川の最下流域まで灌漑開発を進めており、ウ
ズベク共和国政府も灌漑振興にこだわり続
けたことから、地域住民による災害状況への
適応がカザフスタン領と比べて遅れてしま
ったことが分かった。 
 
（４）このような 1970 年代から 80 年代初頭
にかけての状況と、ペレストロイカ期、ソ連
解体後の 1990 年代、2000 年代以降の状況に
ついて、異なる（あるいは、同一の）地理的
スケールのアクターがどのような相互関係
にあったのか、アラル海災害への緩和策をめ
ぐる「スケールの政治」について整理した。 
ペレストロイカ期については、1986 年のチ
ェルノブイリ原子力発電所事故の影響もあ
り、ソ連中央の環境保護論者がアラル海危機
の改善・解決に向けて、国内の世論を束ねる
役割を果たした。1988 年、ソ連作家同盟の機
関誌である『ノーヴィ・ミール』誌編集部が
主体となって学術公開調査「アラル－88」が
組織され、ソ連中央とアラル海流域現地の
様々な研究者・実務家が協働して問題を調
査・分析・議論した。このような、いわば「よ
そ者」の力により、ソ連中央とアラル海流域
全体を結ぶ専門家のネットワーク化が起き

たことが分かった（環境問題の解決を目指す
中での利害調整における「よそ者」の役割に
ついては、日本の環境社会学でしばしば指摘
される点である（③、④など））。 
そして、人民代議員大会の設置など、ゴル
バチョフによる一連の民主化改革により、被
災地のリーダーが前述の「よそ者」と共同し
てアラル海災害をソ連中央で取り上げて包
括的な解決策を模索すると共に、国際社会に
問題を訴えることで、ローカルなスケールで
の問題をグローバルな問題へと高める、すな
わち「スケール・ジャンプ」に成功したこと
が明らかになった。 
 
（５）水資源利用の制度という点では、1970
年代後半にはソ連土地改良・水利省が調整役
となって、流域各共和国の次官級会合により
各年の水資源配分が決められていたことが
公文書資料から明らかになった。しかし、こ
の時期は、アムダリヤ、シルダリヤ両河川の
上流域で巨大なダムと水力発電所開発（ヌレ
ク、トクトグル）が推進されていた時期であ
り、このような制度とはまた別個に、灌漑用
水向けのダムからの放水や追加の水資源配
分を求めるような陳情が、流域の灌漑農業の
中心地であるウズベク共和国からソ連政府
やソ連共産党中央委員会に向けて、アドホッ
クかつ頻繁になされていたことが公文書資
料から分かった。 
さらに、1970 年代後半にアラル海での漁獲
量が激減すると、カザフスタン領の漁民がウ
ズベキスタン領の大アラル海に出漁できる
よう陳情がなされたことがあり、これに対し
てウズベキスタン側は断固反対するとの立
場を表明している。 
このように、流域での灌漑・水利開発が進
展し、水資源の逼迫とアラル海災害の顕在化
により、共和国境界が徐々に「物質化
（materialization）」していくプロセスにつ
いて明らかにした（⑤）。そして、1989 年か
ら 90 年にかけて、流域の各共和国が主権宣
言をしたことで、共和国領内の水資源も主権
概念から捉えられるようになった。独立と共
に、その方向性は確固たるものとなり、アラ
ル海そのものは越境湖沼に、アムダリヤ、シ
ルダリヤの両河川も越境河川となった。 
 
（６）「アラル海災害をなぜ防げなかったの
か」という点については、他の人的要因によ
る環境問題や災害との比較可能性を確保す
るために、ヤングによる「ミスフィット
（misfit）」という概念を援用して説明した
（⑥、⑦）。公害や災害などによる環境変化
の速度と環境をめぐる制度調整や政策立案
（つまり、ガバナンス）の速度のずれ（時間
的ミスフィット）、環境を管理するガバナン
スの主体の細分化と相互の協調・調整の困難
さ（機能的ミスフィット）と共に、災害の原
因空間・被害空間（受益圏・受苦圏と言い換
えることもできる）など多様な空間・スケー



ルと各スケールに付随する制度の分離とず
れ（空間的ミスフィット）についても論じた。
このような「ミスフィット」はソ連に限らず
様々な場所で起こり得るものだが、ソ連に特
徴的だったのは、計画経済による五カ年計画
による開発の速度という時間軸が存在した
ことである。五カ年計画における計画数値は
「目標」ではなく「義務」であり、これは日
本を含む混合経済体制下での計画とは質を
異にするものだった。 
 
（７）アラル海災害の間接的な要因となった
開発理念としての「自然改造」については、
一次資料と二次資料の双方の検討を行った。
その結果、「自然改造」理念の萌芽は 1930 年
代にすでに存在していたが、当初仮説として
想定していた、ヴェルナツキーによる「人智
圏」概念のソ連での開発政策への影響は限定
的であることが分かった（⑧、⑨）。むしろ、
「かけ声」のようなものから始まった「自然
改造」ということばが、後付け的にマルクス
主義哲学者や地理学者によって理念として
精緻化されてゆくプロセスが見えてきた。 
 
（８）研究計画では、アラル海災害と他事例
との比較についても含めたが、それは、2015
年 2月に実施した地域研究コンソーシアム次
世代ワークショップ「ユーラシアにおける境
界と環境・社会：学際的対話による包括的な
『境界』知の獲得」での議論により実現させ
た。中央アジア、北東アジア、東南アジア、
南アジア、東欧の環境・境界・社会が関係す
る研究を進める 8名の若手研究者と共に、境
界と人間社会との関係に、さらに環境的・生
態学的な要素を加え、それらの時間軸での変
容について考察するような研究報告を披瀝
し合い、本研究代表者はアラル海災害を事例
に研究報告を行った。議論での成果として、
環境・境界・社会に関するマルチスケールな
影響関係のモデルを構築した（下図参照）。 

（９）アラル海災害からの復興の現在につい
ても、カザフスタンとウズベキスタンでのフ
ィールド調査により明らかにすることがで
きた。カザフスタン領小アラル海地域では、
コクアラル堤防の建設により小アラル海の
水位が回復し、塩分濃度が低下することで、
漁業や魚肉加工業が復興を見せているが、資
源保護という観点からその持続可能性には
まだ疑問があるということを明らかにした。
ウズベキスタン領については、アムダリヤ川
の最下流域に中小規模の湖沼を整備し、そこ
での漁業を振興する一方で、大アラル海湖底
では天然ガス開発が進み、それに伴うインフ
ラ等の整備が地域経済を押し上げていると
いうことが分かった。 
 
（１０）以上、本研究は、基本的にソ連史学
を基礎としつつ、境界研究、環境社会学、人
文地理学、生態学、社会人類学等のディシプ
リンをも取り入れた、極めて学際的な成果を
残してきた。国内外で研究報告を行い、意見
交換をする中で研究内容をブラッシュアッ
プさせ、和文・英文での論文を刊行すること
ができた。 
今後、未だ成果物として活字になっていな
い内容について論文の執筆を進めると共に、
ソ連解体後のアラル海災害からの復興につ
いて扱う後継の科研費プロジェクトの実施
が決まったため、ソ連時代から今日まで、さ
らには将来をも視野に入れたアラル海環境
史研究に今後とも取り組んでゆきたい。 
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